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 核融合炉の液体燃料増殖材や液体ダイバータ冷却材と構造材料の共存性が課題とされている。FeCrAl 合金

は高温で保護性アルミナ被膜を形成することで、共存性を改善する可能性をもつ。本発表は軽水炉事故耐性

燃料被覆管として開発された FeCrAlZr-ODS 合金を中心に、開発の経緯と液体ブランケット・ダイバータに

とって有用な知見を紹介する。 
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1. 緒言: FeCrAl 合金は高温で保護性アルミナ被膜を形成することで、核融合炉の液体燃料増殖材である鉛リ

チウム合金(Pb-16Li)や液体ダイバータ冷却材である液体金属錫(Sn)と化学的に共存する可能性が示唆されて

いる[1]。一方で、近年のわが国では軽水炉の事故耐性燃料被覆管として FeCrAlZr-ODS 合金の開発を精力的に

行っている。本発表では、現在液体ブランケットへの応用を検討している FeCrAlZr-ODS 合金の特性を紹介

する。 

2. FeCrAlZr-ODS 合金の特性: FeCrAlZr-ODS は FeCrAl 合金に Zr を添加して ODS 化することで、耐酸化性と高

温強度の両立を狙った合金である。高温クリープ強度は 700℃では FeCrWTi 系の ODS 鋼よりも劣るが、1000℃での

強度低下が少なく、高温であるほど有効なことがわかる(図 1)。1450℃までの耐酸化性は APMT(21Cr-5Al)に匹敵す

る(図 2)。核融合炉への適用に際し懸念されるのは 500℃付近の Cr の相分離による脆化であるが、適切な Cr, Al 濃

度の選択によって Cr の相分離が抑制できることもわかっている(図 3)。 
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図 3 FeCrAlZr-ODS とその他主要

材料の高温クリープ強度[2][3] 

図 3 FeCrAlZr-ODS とその他主要

材料の耐水蒸気酸化速度定数[4] 

図 3 FeCrAl-ODS の 475℃, 1380-

2933h 時効後の Cr 相分離 [5] 
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